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「
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
社
会
形
成
基
本
法
」

（
Ｉ
Ｔ
基
本
法
）が
二
〇
〇
一

年
一
月
に
施
行
さ
れ
、国
に
お

い
て
は
「
ｅ－

ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

戦
略
」が
強
力
に
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　

岐
阜
県
に
お
い
て
は
、
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
（
大

垣
市
）
や
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
（
各
務
原
市
）
を
中
核
拠
点

に
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
産
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
位
置
付

け
、
新
産
業
の
育
成
や
地
域

産
業
の
高
度
化
に
積
極
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
Ｉ

Ｔ
産
業
の
集
積
地
を
形
成

す
る
「
ス
イ
ー
ト
バ
レ
ー
構

想
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
ソ
フ

ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
と
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

ト
ル
ー
ム
を
拠
点
と
す
る
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
二
十

三
社
で
構
成
す
る
全
国
初
の
『
岐
阜
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー

協
同
組
合
』（
森
本
隆
成
理
事
長
）
が
設
立
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
技
術
力
を
武
器
に
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が

単
独
で
活
動
し
て
き
た
が
、
小
規
模
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
で
は
、
個
々
の
受
注
獲
得
に
限
界
が
あ
る
た
め
、
大

企
業
と
の
受
注
競
争
に
な
か
な
か
勝
て
な
い
苦
し
さ
を

味
わ
っ
て
き
た
が
、
そ
の
苦
し
さ
を
バ
ネ
に
大
企
業
に

負
け
な
い
底
力
を
発
揮
す
る
た
め
、
協
同
組
合
を
設
立

し
、
受
注
の
受
け
皿
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
受
注
の
拡

大
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
五
年
度
に
は
、
年
間
三
億
円
の
受
注
を
目
指

し
て
い
る
。

　

県
内
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
、
高
い
技
術
力
を
持
ち

な
が
ら
規
模
の
小
さ
さ
が
災
い
し
て
、
こ
れ
ま
で
受
注

の
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
々
見
ら
れ
た

が
、
こ
の
組
合
の
よ
う
に
一

つ
の
組
織
に
結
束
す
る
こ

と
に
よ
り
、
信
用
力
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
で
き
、
受
注

拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
組
合
設
立
を
契
機

と
し
て
、
県
産
業
界
が
そ
の

英
知
を
集
め
、
こ
の
よ
う
な

「
機
会
の
平
等
」
を
市
場
獲
得
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、

企
業
競
争
力
の
強
化
を
図
り
、
企
業
収
益
の
向
上
を
目

指
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

組
合
に
対
し
て
も
、
パ
ワ
ー
を
結
集
す
る
こ
と
に
よ

り
、
大
企
業
に
も
負
け
な
い
だ
け
の
品
質
を
実
現
で
き

る
よ
う
努
力
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
県
内
企
業
の
収

益
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

受
注
拡
大
を
目
指
す

　
　

全
国
初Ｉ

Ｔ
組
合
を
設
立

『
岐
阜
県
中
小
企
業
人
材
確
保
交
流
会
』開
催　

２　
中
央
会
・
地
域
交
流
会（
西
南
濃
地
域
）開
催　

３

中
央
会
・
中
小
企
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
創
設
、中
小
企
業
大
学
校
瀬
戸
校「
岐
阜
教
室
」ほ
か　

４

組
合
等
の
動
き（
県
製
麺　

・
烏
骨
鶏
ラ
ー
メ
ン
発
表
会
、県
茶
商
業　

・　

周
年
式
典
ほ
か
）　

５

（協）

（協）
３０

『
中
小
企
業
挑
戦
支
援
法
案
』閣
議
決
定　

6　
海
外
レ
ポ
ー
ト（
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
）　

8　
十
月
の
景
況
調
査　
　
10

中
企
庁
・『
緊
急
下
請
取
引
適
正
化
対
策
』実
施　

7　
事
務
局
だ
よ
り（「
香
港
・
深
�
視
察
」報
告
ほ
か
）　　
１１
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第
一
ス
テ
ー
ジ
の
「
人
材
確
保
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
は
、
県
内
企
業
四

社
の
人
事
担
当
者
を
パ
ネ
ラ
ー
に
招

き
、
企
業
が
求
め
る
人
材
、
自
社
の

雇
用
対
策
や
社
員
教
育
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

第
二
ス
テ
ー
ジ
の
「
就
職
合
同
面

接
交
流
会
」
で
は
県
内
の
中
小
企
業

三
十
五
社
が
ブ
ー
ス
を
構
え
、
来
春

卒
業
予
定
の
大
学
・
短
大
・
専
門
学

校
・
高
校
生
ら
就
職
希
望
者
が
各
企

業
の
ブ
ー
ス
で
人
事
担
当
者
と
真
剣

に
面
談
を
行
っ
て
い
た
。

　

な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
に

つ
い
て
は
『
組
合
等
活
性
化
情
報－

春
季
号－

』（
第　

号
）
で
紹
介
し
ま

９２

す
。

　

第
一
ス
テ
ー
ジ
「
人
材
確
保
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

及
び
パ
ネ
ラ
ー
、第
二
ス
テ
ー
ジ「
就

職
合
同
面
接
交
流
会
」
の
参
加
企
業

は
次
の
と
お
り
。

　
【
第
一
ス
テ
ー
ジ
】《
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
》
▽
伏
屋
喜
雄
氏
＝
伏
屋

社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
長
（
社
会

保
険
労
務
士
）《
パ
ネ
ラ
ー
》
▽
森
健

二
氏
＝
�
十
六
銀
行
人
事
課
長
▽
近

藤
高
善
氏
＝
揖
斐
川
工
業
�
総
務
部

人
事
課
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
▽
土
田
砂
絵

子
氏
＝
丸
嘉
工
業
�
取
締
役
▽
前
島

健
次
氏
＝
�
メ
ト
ー
カ
ケ
フ
管
理
課

長
代
理

【
第
二
ス
テ
ー
ジ
】

《
参
加
企
業
三
十
五

社
》
�

チ

ュ

ー

キ
ョ
ー
、
�
み
の
ぜ

ん
、
岐
阜
工
機
�
、

�
ジ
ー
ビ
ー
シ
ー
、

メ
デ
ィ
ア
シ
テ
ィ
�
、

協
同
印
刷
�
、
野
田

産
業
�
、
西
垣
ポ
ン

プ
製
造
�
、
長
良
川

メ
ッ
セ
ホ
テ
ル
開
発

�
・
岐
阜
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
ホ
テ
ル
、
広
江

ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
�
、

日
の
丸
興
業
�
、
�

Ｅ
Ｍ
設
計
、
�
サ
カ

ヰ
、
�
山
洋
エ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー
、
大
進

精
工
�
、
�
ト
ヨ
ダ
、
ハ
ビ
ッ
ク
ス

�
、
東
海
サ
ー
モ
�
、
�
マ
キ
ナ
、

�
ブ
ル
ー
メ
イ
ト
、
�
ジ
ェ
イ
・

ピ
ー
・
エ
ム
東
海
支
社
岐
阜
営
業
所
、

大
橋
衣
料
�
、
タ
ッ
ク
�
、
レ
シ
ッ

プ
�
、
ア
ス
ピ
カ
グ
ル
ー
プ
・
�
平

安
閣
、
�
ギ
フ
ラ
イ
ス
、
�
丸
泰
、

�
ト
ミ
ダ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
、
中
部
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
�
、
大
永
工
業
�
、
�

ワ
ー
ク
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
�
さ
く
ら

せ
ん
い
、
�
サ
ン
リ
ー
ス
、
�
サ
ー

ク
ル
、
�
ヤ
ナ
ゲ
ン

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
は
、『
岐
阜
県
中
小
企
業
人
材
確
保
交
流
会
』
を
十
一
月
二
十
九
日
に
岐
阜
市
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。

　

県
内
中
小
企
業
が
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
企
業
活
力
の
維
持
・
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
参
加
企
業
の
交
流
並
び
に
参
加
企
業
と
就
職
希
望
者
と
の
交
流
に
よ
る
情
報
交
換
・
面
談
の
場
と

し
て
開
催
。　

　

交
流
会
で
は
「
中
小
企
業
人
材
確
保
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
と
「
就
職
合
同
面
接
交
流
会
」
を
行
い
、
企
業
の
人
事

担
当
者
や
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
卒
業
予
定
者
な
ど
約
三
百
五
十
人
が
参
加
し
た
。

県内企業、就職希望者らが交流
���������	
����

岐阜県中小企業人材確保交流会開催

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

岐 阜 県 信 用 金 庫 協 会
会　 長　音　 瀬　 晴　 夫
岐阜市神田町 6 丁目 11 番地
1 〈058〉265-1151　〒 500-8562
FAX 〈058〉 2 6 6 - 2 3 1 6
E-mail　a0043000@facetoface.ne.jp
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中
央
会
は
、
西
南
濃
地
域
を
対
象

と
し
た
『
地
域
交
流
会
』
を
十
一
月

十
一
日
に
大
垣
市
の
大
垣
フ
ォ
ー
ラ

ム
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。

　

中
央
会
の
Ｐ
Ｒ
と
、
商
工
会
議
所
・

商
工
会
と
の
連
携
交
流
、
地
域
の
組

合
・
中
小
企
業
者
等
と
の
交
流
を
目

的
に
開
催
。
西
南
濃
地
域
（
大
垣
市
・

海
津
郡
・
不
破
郡
・
養
老
郡
・
安
八

郡
）
を
対
象
に
開
催
し
た
の
は
今
回

が
初
め
て
。

　

第
一
部
は
、
中
央
会
と
商
工
会
議

所
・
商
工
会
と
の
一
層
の
連
携
を
図

る
た
め
の
「
多
角
的
連
携
交
流
会
」

で
、
当
地
域
の
商
工
会
議
所
・
商
工

会
が
一
堂
に
会
し
、
地
域
振
興
等
の

取
り
組
み
や
地
域
内
に
お
け
る
中
小

企
業
等
の
課
題
な
ど
を
披
瀝
し
合
い
、

　

第
二
部
の
「
地
域
交
流
会
」
で
は
、

�
大
垣
共
立
銀
行
頭
取
の
土
屋
嶢
氏

が
「
銀
行
の
限
界
」
と
題
し
て
基
調

講
話
を
行
っ
た
。

　

講
演
に
は
西
南
濃
地
域
の
組
合
や

中
小
企
業
者
ら
約
百
二
十
人
が
出
席
。

の
魅
力
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

名
古
屋
会
場
は
、
東
京
会
場
（
九

月
）、
仙
台
会
場
（
十
月
）
に
続
い
て

の
開
催
。
展
示
コ
ー
ナ
ー
は
、
製
品

の
特
徴
・
種
類
な
ど
に
よ
り
「
ア
イ

デ
ア
」「
グ
ル
メ
」「
匠
味
（
た
く
み
）」

「
美
容
・
健
康
」「
和
味
（
な
ご
み
）」

「
技
」「
癒
し
」「
環
境
」
の
八
つ
の

コ
ー
ナ
ー
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
百

七
十
四
団
体
・
企
業
が
製
品
を
展
示
。

即
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
九
十
五
団
体
・

企
業
が
出
店
し
た
。
な
お
、
展
示
さ

れ
た
商
品
に
つ
い
て
は
、
通
信
販
売

で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

実
演
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
名

古
屋
友
禅
（
手
描
友
禅
）
と
名
古
屋

扇
子
作
り
の
体
験
・
実
演
が
行
わ
れ
、

来
場
者
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
友
禅
や
扇

子
作
り
に
挑
戦
し
て
い
た
。

������������	
��

���������������

大垣市で西南濃地域交流会

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
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全
国
地
場
産
フ
ェ
ア
・
名
古
屋
会
場

大
垣
共
立
銀
行

土
屋
嶢
頭
取
が
講
演

土
屋
頭
取
は
、
銀
行
業
界
の
従
来
の

概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
先
進
的
で
斬

新
な
同
行
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
な

が
ら
、「
い
ま
中
小
企
業
に
必
要
な
の

は
、
新
し
い
顧
客
サ
ー
ビ
ス
等
を
提

案
し
続
け
て
い
く
攻
め
の
姿
勢
だ
」

と
話
し
、
参
加
し
た
中
小
企
業
者
の

あ
る
べ
き
姿
を
示
し
た
。

　

そ
の
後
、
組
合
等
の
運
営
、
金
融
、

労
務
な
ど
に
関
す
る
「
な
ん
で
も
相

談
」
を
行
っ
た
。

　

経
済
産
業
省
・
中
小
企
業
庁
と
全

国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
は
、
十
一

月
一
日
か
ら
三
日
間
、『
第
３
回
全
国

地
場
産
フ
ェ
ア
』（
名
古
屋
会
場
）
を

名
古
屋
市
の
吹
上
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、

約
一
万
五
千
人
が
来
場
し
た
。

　

全
国
各
地
域
の
優
れ
た
地
場
産
業

製
品
・
商
品
を
集
め
展
示
普
及
を
行

い
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
・
売
れ
筋
商
品

の
把
握
、
新
規
取
引
・
販
路
開
拓
な

ど
、
地
場
産
業
の
活
性
化
を
目
的
に

毎
年
開
催
し
て
い
る
。

　

中
小
企
業
庁
の
加
藤
俊
一
経
営
支

援
担
当
企
画
官
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
、

「
今
後
も
、
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る

地
場
産
業
へ
の
積
極
的
な
支
援
を

行
っ
て
い
く
。
フ
ェ
ア
で
地
場
産
品

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
県

西
南
濃
地
域
農
林
商
工
事
務
所
の
勝

野
実
所
長
が
所
見
を
述
べ
た
。

�
…『
岐
阜
県
企
業
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
』開
催
。平
成　

年
１
月　

日　

・　

時　

分
〜　

時　

分
。

１５

２７

（月）
１３

３０

１６

１５

大
垣
市
ス
イ
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
・
学
習
館
２
階
音
楽
堂
。テ
ー
マ「
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
と
新
市
場
の
創
出
」
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中
央
会
は
、
新
た
な
中
小
企
業
支

援
策
と
し
て
『
中
小
企
業
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
制
度
』
を
立
ち
上
げ
、
十
二
月

十
日
に
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
で
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
交
え
た
懇
談
会
を
開

催
し
た
。

　

商
社
等
出
身
の
県
職
員
の
ビ
ジ
ネ

ス
ノ
ウ
ハ
ウ
や
人
脈
を
中
小
企
業
や

組
合
等
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
単
な

る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
留
ま
ら
ず
、

海
外
取
引
や
新
産
業
創
出
、
販
路
開

拓
な
ど
実
践
的
な
中
小
企
業
支
援
策

と
し
て
展
開
し
て
い
く
。
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
は
六
人
で
、
大
手
商
社
や
金
融

機
関
の
出
身
。

　

懇
談
会
に
は
中
央
会
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
四
人
と
県
農
林
商
工
部
商
工
局

の
高
橋
一
吉
産
業
経
済
室
長
が
出
席
。

　

辻
会
長
は
「
組
合
、
中
小
企
業
等

に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
活
用
し
て
い
た

だ
き
、
新
た
な
活
路
を
見
出
す
た
め

の
制
度
。
こ
れ
を
『
岐
阜
県
モ
デ
ル
』

と
し
て
全
国
へ
広
げ
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

今
後
、
希
望
組
合
に
対
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
、
中
央
会
既
存
の
補
助
事
業

で
あ
る
活
路
開
拓
事
業
な
ど
や
各
種

研
修
会
・
懇
談
会
等
で
の
活
用
の
ほ

か
、
地
場
産
業
組
合
に
対
し
て
は
、

一
〜
二
年
の
期
間
限
定
で
、
販
路
開

拓
な
ど
の
支
援
を
行
う
な
ど
幅
広
い

活
用
を
進
め
て
い
く
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
『
組
合

等
活
性
化
情
報－

冬
季
号－

』（
第　
９１

号
）
で
紹
介
し
ま
す
。

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
次
の
と
お
り
。

　

▽
村
瀬
憲
治
氏
＝　

岐
阜
県
産
業

（財）

経
済
振
興
セ
ン
タ
ー
・
海
外
取
引
支

援
部
長
▽
倉
知
文
彦
氏
＝　

岐
阜
県

（財）

産
業
経
済
振
興
セ
ン
タ
ー
・
企
業
立

地
支
援
部
長
▽
谷
博
久
氏
＝　

岐
阜

（財）

県
産
業
経
済
振
興
セ
ン
タ
ー
・
理
事

▽
福
田
充
二
郎
氏
＝　

ブ
イ
・
ア
ー

（株）

ル
・
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
・
代
表
取
締

役
専
務
▽
山
添
瞭
氏
＝
岐
阜
県
農
林

商
工
部
新
産
業
労
働
局
企
業
立
地

室
・
農
林
商
工
部
課
長
兼
企
業
誘
致

企
画
監
兼
産
業
政
策
企
画
監
（
岐
阜

県
大
阪
事
務
所
・
駐
在
）
▽
陶
山
健

二
氏
＝　

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
・

（財）

東
京
事
務
所
長
兼
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

（
岐
阜
県
東
京
事
務
所
・
駐
在
）

間
滞
在
し
、
県
と
の
懇
談
や
県
内
企

業
等
を
視
察
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
中
小
企
業
の
活
動

と
中
小
企
業
政
策
に
つ
い
て
懇
談
。

　

そ
の
中
で
辻
会
長
は
、
経
済
変
動

に
対
す
る
中
小
企
業
の
対
応
、
そ
れ

に
対
す
る
国
・
県
・
市
町
村
の
政
策

支
援
の
ほ
か
、
現
在
の
政
策
と
し
て

の
雇
用
・
金
融
・
組
合
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
説
明
。
ロ
シ
ア
側

は
、
ロ
シ
ア
へ
の
経
済
視
察
の
派
遣

と
合
弁
企
業
等
の
進
出
へ
の
期
待
を

強
く
語
っ
た
。

「
中
小
企
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
」創
設

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

中
小
企
業
政
策
な
ど
懇
談

ロ
シ
ア
ミ
ッ
シ
ョ
ン
交
流
会

�
�
�
�
�
��
�
�
�
�

中
小
企
業
大
学
校
瀬
戸
校
・
研
修「
岐
阜
教
室
」

�
�
�
�
�
��
�
�
	

　

中
小
企
業
大
学
校
瀬
戸
校
は
、
中

小
企
業
者
研
修
課
程
『
岐
阜
教
室
』

を
十
一
月
二
十
七
日
か
ら
二
日
間
、

県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
で
開
催
し
た
。

　

研
修
に
は
、
県
内
の
中
小
企
業
者
、

組
合
な
ど
の
五
十
六
人
が
受
講
。
�

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
開
発
セ
ン
タ
ー

の
多
田
徹
佑
代
表
取
締
役
を
講
師
に

招
き
、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜
強
い
リ
ー
ダ
ー
が

成
長
・
発
展
の
決
め
手
〜
」
と
題
し
、

演
習
形
式
で
進
め
ら
れ
た
。

　

Ｔ
Ａ
（
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ナ
ル
・

ア
ナ
リ
シ
ス：

日
本
で
は
交
流
分
析

と
呼
ば
れ
、
今
の
自
分
の
人
柄
や
生

　

一
行
は
、
産
業
政
策
や
地
方
自
治

体
の
中
小
企
業
支
援
策
な
ど
を
研
修

す
る
目
的
で
十
二
月
六
日
か
ら
三
日

き
方
の
傾
向
を
知
る
方
法
と
し
て
医

学
界
や
産
業
界
で
認
め
ら
れ
て
い
る

心
理
学
の
理
論
）
に
基
づ
き
、
受
講

者
全
員
の
人
柄
・
行
動
傾
向
を
分
析
。

　

多
田
氏
は
「�
自
己
概
念
に
よ
る
自

分
で
思
う
自
分
�
と
�
周
囲
の
人
が

認
識
す
る
自
分
�
の
ズ
レ
が
大
き
い

人
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
信
頼
は
得

ら
れ
な
い
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
す
る
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
は
自
分
を

知
り
、
意
識
的
に
自
己
変
革
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
。
ま
た
、
傾
聴
力
、

説
得
力
な
ど
、
相
手
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
重
要
」
と
、
自

己
分
析
の
必
要
性
等
を
説
い
た
。

　

中
央
会
は
、
ジ
ェ
ト
ロ
岐
阜
の
招

き
で
来
日
し
た
ロ
シ
ア
連
邦
反
独
占

政
策
企
業
支
援
省
の
ア
ン
ド
レ
イ
・

ワ
レ
ン
チ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
デ
ミ
ド
フ
連

邦
地
方
プ
ロ
グ
ラ
ム
課
長
を
団
長
と

す
る
四
人
と
の
交
流
会
を
、
十
二
月

六
日
に
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
で

行
っ
た
。
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岐
阜
県
製
麺
協
同
組
合
（
小
川
幸

男
理
事
長
）
は
、『
烏
骨
鶏
ラ
ー
メ
ン

発
表
会
』
を
十
一
月
五
日
に
県
民
ふ

れ
あ
い
会
館
で
開
催
し
た
。

　

同
組
合
の
青
年
部
「
若
竹
会
」
が

中
心
と
な
り
、
中
央
会
の
補
助
事
業

「
平
成
十
三
年
度
連
携
組
織
調
査
開

発
等
支
援
事
業
」
に
取
り
組
み
、
新

製
品
開
発
を
進
め
て
き
た
。

　

発
表
会
は
、十
一
月
十
一
日
の「
め

ん
の
日
」
に
合
わ
せ
、
烏
骨
鶏
ラ
ー

メ
ン
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
開
催
。
来

館
者
や
辻
正
中
央
会
長
も
試
食
し
、

「
淡
白
で
お
い
し
い
」
な
ど
好
評
を

健
康
志
向
の
高
ま
り
か
ら
、
日
本
茶

が
見
直
さ
れ
て
き
て
い
る
。
今
後
も

お
茶
学
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、

組
合
と
し
て
も
消
費
拡
大
に
向
け
て

積
極
的
に
お
茶
を
Ｐ
Ｒ
し
、
業
界
の

振
興
・
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
中
央
会
の

森
本
安
彦
専
務
理
事
は
、「
お
茶
は
人

間
の
社
会
生
活
に
お
い
て
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
。
お
茶
の
長
い

歴
史
と
と
も
に
、
組
合
に
お
い
て
も

三
十
年
の
礎
を
守
り
が
ん
ば
っ
て
ほ

し
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
組
合
功
労
者
や
永
年
在
籍

者
、
茶
業
の
振
興
・
発
展
に
功
績
の

あ
っ
た
功
労
者
を
表
彰
す
る
と
と
も

に
、
岐
阜
県
中
小
企
業
支
援
セ
ン

タ
ー
・
サ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
中
小

企
業
診
断
士
）
の
伊
藤
猛
雄
氏
を
招

き
、『
元
気
印
の
経
営
学
〜
今
、
私
た

ち
は
何
を
す
べ
き
か
？
〜
』
と
題
し

�
�
��
�
�
�
�
�
	


��


県
製
麺　

が
開
発
、発
表
会
開
催

（協）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

日
本
ラ
イ
ン
花
木
セ
ン
タ
ー

（協）

　

可
児
市
の
協
同
組
合
日
本
ラ
イ
ン

花
木
セ
ン
タ
ー
（
奥
田
俊
昭
理
事
長
）

は
、
十
一
月
十
二
日
に
『
組
合
創
立

　

周
年
記
念
式
典
及
び
イ
ベ
ン
ト

３０ホ
ー
ル
完
成
竣
工
式
』
を
組
合
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
会
場
で
開
催
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
は
組
合
事
業
活

性
化
の
一
環
と
し
て
建
設
さ
れ
、
組

合
の
共
同
施
設
と
し
て
、
今
後
の
イ

ベ
ン
ト
等
に
利
用
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

同
組
合
は
、
庭
木
、
花
、
園
芸
・

造
園
資
材
な
ど
、
園
芸
専
門
セ
ン

タ
ー
と
し
て
事
業
を
行
っ
て
き
た
。

て
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

得
て
い
た
。

　

麺
は
県
内
産
の
小
麦
粉
に
、
年
間

約
四
十
個
し
か
産
ま
な
い
と
い
う
烏

骨
鶏
の
卵
を
混
ぜ
た
も
の
、
ス
ー
プ

は
烏
骨
鶏
の
ガ
ラ
を
使
っ
て
い
る
。

二
食
入
り
七
百
円
で
、
百
貨
店
や
飲

食
店
で
販
売
し
て
い
る
。
お
問
い
合

わ
せ
は
、
岐
阜
県
製
麺
協
同
組
合
・

�
〇
五
八
（
二
六
二
）
四
〇
六
五
ま

で
。

ま
た
、
自
由
参
加
の
フ
ラ
ワ
ー
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
毎
週
土
曜
日
に

は
一
般
に
よ
る
素
人
市
、
毎
週
金
曜

日
は
登
録
業
者
に
よ
る
業
者
市
を
開

催
す
る
な
ど
、
活
発
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

�
…「
新
規
学
卒
者
の
採
用
枠
拡
大
」並
び
に「
公
正
な
採
用
選
考
の
確
立
」に
ご
協
力
を
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

県
茶
商
業　

・
創
立　

周
年
記
念
式
典

（協）

30

�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

���

�
�
�
��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	

���

��

　

岐
阜
県
茶
商
業
協
同
組
合
（
坂
崎

理
理
事
長
）
は
、『
組
合
創
立　

周
年

３０

記
念
式
典
』
を
十
一
月
十
三
日
、
岐

阜
市
の
十
八
楼
で
開
催
し
た
。

　

式
典
に
は
来
賓
や
組
合
員
ら
約
六

十
人
が
出
席
。
坂
崎
理
事
長
は
、「
近

年
、
お
茶
離
れ
が
進
み
つ
つ
あ
る
が
、

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

十
一
月
二
日
か
ら
二
日
間
、
美
濃

焼
四
産
地
で
『
美
濃
焼
窯
場
め
ぐ
り
』

が
開
催
さ
れ
、
廉
売
市
や
窯
元
め
ぐ

り
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、

大
勢
の
人
で
賑
わ
っ
た
。
昨
年
好
評

だ
っ
た
「
陶
器
コ
イ
ン
」
も
限
定
販

売
さ
れ
た
。　

　

▽
陶
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
i
n

市
之
倉
二
〇
〇
二
（
市
之
倉
体
育
館
、

運
動
広
場
ほ
か
）：

市
之
倉
陶
磁
器

工
業　

▽
下
石
ど
え
ら
あ
え
え
陶
器

（協）

ま
つ
り
（
組
合
会
館
周
辺
）：

下
石
陶

磁
器
工
業　

▽
駄
知
ど
ん
ぶ
り
ま
つ

（協）

り
（
駄
知
体
育
館
周
辺
）：

駄
知
陶
磁

器
工
業　

▽
か
さ
は
ら
窯
ぐ
れ
祭
り

（協）

（
笠
原
町
中
央
公
民
館
前
広
場
ほ

か
）：

笠
原
町
美
濃
焼
振
興
協
議
会
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従
来
、「
売
掛
債
権
担
保
融
資
保
証

制
度
」
を
利
用
し
て
の
借
入
は
、
商

品
の
納
入
、
役
務
の
完
了
な
ど
が
行

わ
れ
た
後
、
相
手
方
（
売
掛
先
）
が

支
払
う
旨
の
意
思
表
示
を
行
っ
て
か

ら
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
制

度
が
改
善
さ
れ
、
契
約
が
成
立
し
た

段
階
か
ら
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
中
小
企
業
者
で
あ
れ
ば
、
一
定

の
範
囲
内
で
の
資
金
の
前
倒
し
調
達

が
可
能
と
な
っ
た
（
平
成
十
四
年
十

一
月
十
一
日
受
付
分
よ
り
）。

【
保
証
の
申
込
み
・
審
査
】

　

具
体
的
な
取
引
内
容
が
確
認
で
き

る
資
料
（
基
本
契
約
書
等
）
の
ほ
か
、

納
品
等
の
実
績
に
関
す
る
資
料
な
ど

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
。
審
査
は
、

契
約
書
等
に
よ
り
、
支
払
者
、
金
額
、

契
約
日
、
支
払
日
、
支
払
条
件
等
の

内
容
を
確
認
す
る
。

【
実
際
の
借
入
等
に
つ
い
て
】

　

借
入
の
タ
イ
ミ
ン
グ
等
に
つ
い
て

は
、
金
融
機
関
に
相
談
の
こ
と
。
中

小
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
尊
重
す
る
。
納

品
・
工
事
の
進
捗
に
よ
り
、
借
入
を

受
け
ら
れ
る
金
額
が
異
な
る
。
融
資

可
能
金
額
は
、
融
資
申
込
み
時
点
と

物
品
の
納
入
や
役
務
の
提
供
等
の
進

捗
状
況
に
照
ら
し
て
、
金
融
機
関
に

お
い
て
決
定
す
る
。

　

な
お
、
契
約
直
後
で
あ
っ
て
も
、

適
切
な
融
資
が
な
さ
れ
る
よ
う
対
応

す
る
。

【
借
入
時
点
の
提
出
書
類
に
つ
い
て
】

　

売
掛
先
に
確
認
の
サ
イ
ン
が
あ
る

も
の
（
運
送
伝
票
等
）、
取
引
実
績
に

よ
り
発
注
書
分
を
納
入
し
て
い
る
こ

と
が
明
白
な
も
の
（
都
度
納
入
時
に

は
支
払
通
知
書
が
発
行
さ
れ
な
い
業

種
等
）
―
な
ど
、
幅
広
く
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

【
報
告
】

　

中
小
企
業
は
、
物
品
の
納
入
や
役

務
の
提
供
等
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い

て
、
金
融
機
関
か
ら
報
告
を
求
め
ら

れ
た
場
合
は
、
誠
意
を
も
っ
て
報
告

す
る
こ
と
と
す
る
。

　

※ 
詳
細
は
、中
小
企
業
庁
金
融
課
・

�
〇
三
（
三
五
〇
一
）
一
五
一
一

（
内
線
五
二
七
一
〜
五
二
七
五
）、
岐

阜
県
信
用
保
証
協
会
・
�
〇
五
八
（
二

七
六
）
八
一
二
三
（
代
）、
取
引
金
融

機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

有
限
責
任
の
下
で
法
人
格
が
得
ら
れ

る
企
業
組
合
制
度
に
つ
い
て
、
企
業

や
有
限
責
任
組
合
（
中
小
企
業
等
投

資
事
業
有
限
責
任
組
合
）
の
参
加
を

認
め
、
ま
た
、
従
事
比
率
（
実
際
に

仕
事
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

組
合
員
の
比
率
（
現
行：

三
分
の
二
）

及
び
組
合
員
比
率
〔（
従
業
員
中
の
組

合
員
比
率
（
現
行：

二
分
の
一
）〕
の

規
制
を
そ
れ
ぞ
れ
二
分
の
一
、
三
分

の
一
に
緩
和
す
る
（
中
小
企
業
等
協

同
組
合
法
の
一
部
改
正
）

（
三
）
有
限
責
任
組
合
の
投
資
対
象

を
、
従
来
の
株
式
会
社
の
み
か
ら
有

限
会
社
や
企
業
組
合
に
拡
大
す
る
と

と
も
に
、
投
資
形
態
と
し
て
、
従
来

の
株
式
取
得
に
加
え
、
中
小
企
業
の

事
業
収
益
の
分
配
を
受
け
る
た
め
の

投
資
に
も
拡
大
す
る
（
中
小
企
業
等

投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
法
の
一
部

改
正
）

　

こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
り
、
企
業
の

資
本
力
や
技
術
力
な
ど
の
活
用
、
組

合
以
外
の
人
材
の
活
用
を
一
層
図
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
地
域
貢
献
型

事
業
か
ら
先
端
技
術
開
発
事
業
ま
で
、

幅
広
い
分
野
で
の
挑
戦
の
機
会
を
拡

充
し
、
中
小
企
業
等
の
「
挑
戦
」
を

支
援
す
る
。

　

※ 
詳
し
く
は
、「
組
合
等
活
性
化
情

報
第　

号
―
冬
季
号
―
」
で
紹
介
し

91

ま
す
。

制 度 改 正

『
売
掛
債
権
担
保
融
資
保
証
制
度
』

利
用
し
易
く
改
善

経
済
産
業
省
・
中
小
企
業
庁

　

十
月
二
十
五
日
、「
中
小
企
業
挑
戦

支
援
法
（
中
小
企
業
等
が
行
う
新
た

な
事
業
活
動
の
促
進
の
た
め
の
中
小

企
業
等
協
同
組
合
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
）
案
」
が
閣
議
決
定
さ

れ
た
。

　

同
法
案
は
、
中
小
企
業
等
へ
の
支

援
制
度
拡
充
の
た
め
、
関
係
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
。
特
に
、
中

小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
改
正

で
は
、
企
業
組
合
制
度
に
お
け
る
規

制
を
緩
和
し
、
制
度
を
活
用
し
た
創

業
等
を
よ
り
や
り
や
す
く
す
る
。
そ

の
効
果
と
し
て
、
自
己
資
本
の
充
実

が
図
ら
れ
る
ほ
か
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
組
合
に
加
入
す
る
法
人
等
の
経

営
資
源
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
る

な
ど
、
企
業
組
合
の
活
性
化
が
見
込

ま
れ
る
。

【
法
律
改
正
の
目
的
】

　

開
業
率
（
約
四
％
）
が
廃
業
率

（
約
六
％
）
を
下
回
る
な
ど
未
だ
厳

し
い
状
況
に
あ
る
我
が
国
経
済
の
活

力
を
呼
び
覚
ま
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

競
争
力
を
高
め
て
い
く
た
め
、
創
業
、

新
事
業
等
の
新
た
な
事
業
活
動
に

「
挑
戦
」
す
る
中
小
企
業
者
等
を
積

極
的
に
支
援
す
る
制
度
の
拡
充
を
図

る
。

　

具
体
的
に
は
、
組
織
面
で
中
小
企

業
者
の
創
業
・
新
事
業
へ
の
「
挑
戦
」

を
容
易
に
す
る
措
置
を
講
じ
る
と
と

も
に
、
資
金
調
達
面
に
お
い
て
も
、

「
挑
戦
」
に
必
要
な
資
金
の
供
給
源

の
拡
大
を
促
す
措
置
を
講
じ
、
経
済

活
性
化
と
雇
用
拡
大
の
原
動
力
で
あ

る
元
気
な
中
小
企
業
の
育
成
・
発
展

を
進
め
る
。

【
法
律
案
の
概
要
】

（
一
）
株
式
会
社
、
有
限
会
社
の
最

低
資
本
金
等
の
商
法
上
の
規
制
に
関

す
る
特
例
と
し
て
、
株
式
会
社
の
場

合
は
一
、
〇
〇
〇
万
円
、
有
限
会
社

の
場
合
は
三
〇
〇
万
円
と
い
う
最
低

資
本
金
規
制
の
適
用
を
受
け
な
い
会

社
設
立
を
認
め
る
と
と
も
に
、
設
立

後
５
年
間
は
当
該
規
制
を
適
用
し
な

い
（
新
事
業
創
出
促
進
法
の
一
部
改

正
）

（
二
）
最
低
資
本
金
の
制
約
が
な
く
、

『
中
小
企
業
挑
戦
支
援
法
案
』

閣
議
決
定
さ
れ
る

中
協
法
一
部
改
正
な
ど
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中
小
企
業
庁
・
各
経
済
産
業
局
は
、

公
正
取
引
委
員
会
と
連
携
し
、
緊
急

下
請
取
引
適
正
化
対
策
を
講
じ
る
こ

と
と
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
今
の
厳
し
い
金
融
情

勢
、
デ
フ
レ
経
済
の
進
展
等
の
下
、

下
請
企
業
を
巡
る
経
済
環
境
も
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
下
請
代
金

支
払
遅
延
な
ど
の
下
請
取
引
問
題
が

ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
状
況
に
鑑
み
、
十
月
三

十
日
に
公
表
さ
れ
た
「
改
革
加
速
の

た
め
の
総
合
対
策
」
の
具
体
策
と
し

て
、
緊
急
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
特
別
立
入
検
査
等
の
実
施

（
一
）
重
点
業
種
に
対
す
る
立
入
検

査
・
指
導
等
の
実
施

　

下
請
事
業
者
の
多
い
業
種
（
電
気

機
械
器
具
製
造
業
、
一
般
機
械
器
具

製
造
業
及
び
輸
送
用
機
械
器
具
製
造

業
等
）
に
つ
い
て
重
点
的
に
親
事
業

者
に
対
す
る
立
入
検
査
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
平
成
十
三
年
度
に
実
施
し
た

特
別
立
入
検
査
等
で
下
請
代
金
支
払

遅
延
等
防
止
法
第
４
条
違
反
を
指
摘

し
指
導
を
行
っ
た
親
事
業
者
を
対
象

と
し
、
改
善
措
置
の
遵
守
状
況
に
つ

い
て
立
入
検
査
を
行
う
。

　

検
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
必
要
に

応
じ
事
業
者
に
対
し
厳
重
な
指
導
を

行
う
と
と
も
に
、
特
に
重
大
・
悪
質

な
違
反
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
速

や
か
に
公
正
取
引
委
員
会
に
措
置
請

求
を
行
う
。

（
二
）
下
請
代
金
法
遵
守
体
制
検
査

の
実
施

　

資
本
金
規
模
に
比
し
て
下
請
事
業

者
が
少
な
い
親
事
業
者
等
に
対
し
、

新
た
に
下
請
事
業
者
の
把
握
状
況
に

つ
い
て
書
面
検
査
を
行
い
、
下
請
事

業
者
の
把
握
が
不
十
分
な
親
事
業
者

に
対
し
、
厳
正
な
指
導
を
行
う
。

二
、
親
事
業
者
等
に
対
す
る
下
請
代

金
支
払
遅
延
等
防
止
法
の
周
知
徹
底

（
一
）
業
界
団
体
の
定
例
会
を
利
用

し
た
周
知
徹
底

　

各
種
業
界
団
体
の
定
例
会
等
を
利

用
し
、
下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止

法
遵
守
に
つ
い
て
周
知
徹
底
を
図
る
。

（
二
）
文
書
に
よ
る
周
知
徹
底

　

下
請
中
小
企
業
者
を
巡
る
取
引
に

お
い
て
下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止

法
違
反
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

経
済
産
業
大
臣
、
公
正
取
引
委
員
会

委
員
長
連
名
の
通
達
を
企
業
及
び
業

界
団
体
に
対
し
て
発
出
す
る
。

三
、
苦
情
・
相
談
の
特
別
窓
口
の
設

置
（
十
一
月
十
一
日
〜
）

　

下
請
取
引
に
係
る
苦
情
・
相
談
等

を
広
く
受
け
付
け
る
特
別
窓
口
を
、

十
一
月
一
日
よ
り
、
中
小
企
業
庁
・

経
済
産
業
局
に
設
置
し
て
い
る
。

　

本
窓
口
に
お
い
て
は
、
製
造
委
託

取
引
に
加
え
て
、
役
務
取
引
等
に
係

る
相
談
に
つ
い
て
も
広
く
受
け
付
け

る
こ
と
と
す
る
。

【
相
談
窓
口
】

　

公
正
取
引
委
員
会
中
部
事
務
所
下

請
課　

名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
二
‐

五
‐
一　

名
古
屋
合
同
庁
舎
第
二
号

館
・
�
〇
五
二
（
九
六
一
）
九
四
二

四
、
受
付
時
間：

土
・
日
曜
日
祝
日

を
除
く
十
時
〜
十
七
時

※ 
電
子
メ
ー
ル
（sitauke@

jftc.go.

jp

）
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
寄
せ
ら

れ
た
苦
情
・
相
談
等
は
、
当
委
員
会

の
調
査
等
に
役
立
て
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
が
、
電
話
・
電
子
メ
ー
ル
等

で
の
回
答
は
致
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

桜
井 
悌
司
氏

（
二
）『
海
外
見
本
市
・
ビ
ジ
ネ
ス
成

功
の
カ
ギ
』（
仮
題
）
講
師：

ド
イ
ツ

産
業
見
本
市
日
本
代
表
部　

代
表　

佐
々
木　

貴　

氏

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岐
阜
県
産
業
経
済
振
興
セ
ン
タ
ー

（財）海
外
取
引
支
援
部　

林
、
小
川
（
岐

阜
市
薮
田
南
５
‐　

‐　
　

県
民
ふ

１４

５３

れ
あ
い
会
館　

階
、
Ｔ
Ｅ
Ｌ：

〇
五

１０

八
（
二
七
七
）
一
〇
九
七
、
Ｆ
Ａ
Ｘ：

〇
五
八
（
二
七
三
）
五
九
六
一

Ｅ
‐m

ail：
kaigai@

gpc.pref.gifu.j

p

�
…「
あ
な
た
の
財
産
づ
く
り　

財
形
貯
蓄
か
ら
始
め
よ
う
」財
形
貯
蓄
に
つ
い
て
は
、雇
用
・
能
力
開
発
機
構
岐
阜
セ
ン
タ
ー
・

�
〇
五
八（
二
六
五
）五
八
二
二
ま
で
。

『
緊
急
下
請
取
引
適
正
化
対
策
』実
施

苦
情
・
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど

『
海
外
見
本
市
活
用
セ
ミ
ナ
ー
』ご
案
内

　

岐
阜
県
産
業
経
済
振
興
セ
ン
タ
ー

（財）

　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
一
層
進

行
し
、
国
内
消
費
が
停
滞
す
る
昨
今

の
経
済
情
勢
下
で
は
販
路
を
海
外
に

求
め
る
こ
と
は
企
業
経
営
に
と
っ
て

非
常
に
重
要
で
す
。
し
か
し
、
不
慣

れ
な
海
外
市
場
で
の
販
売
戦
略
立
案

は
、
個
々
の
企
業
に
と
っ
て
至
難
の

業
で
あ
り
、
多
く
の
困
難
が
伴
い
ま

す
。
こ
う
し
た
中
、
海
外
市
場
情
報

収
集
の
手
段
と
し
て
、
あ
る
い
は
販

売
拡
張
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
見
本
市

活
用
は
非
常
に
有
益
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
海
外
見
本
市
の
活
用
策

や
直
近
の
市
場
情
報
な
ど
に
つ
い
て

の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
平
成　

年
１
月　

日
（
月
）、

１５

２０

　

時　

分
〜　

時

１３

３０

１６

【
会
場
】
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館　

階
１４

展
望
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
（
岐
阜

市
薮
田
南
５
‐　

‐　

）

１４

５３

【
主
催
】　

岐
阜
県
産
業
経
済
振
興

（財）

セ
ン
タ
ー

【
後
援
】
岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中

央
会
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
岐
阜

【
定
員
】
四
十
名
程
度
（
先
着
順
）

【
参
加
費
】
無
料

【
内
容
】（
一
）『
世
界
の
見
本
市
動

向
と
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
の
支
援
』（
仮
題
）

講
師：
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
展
示
事
業
部
長

万一の事故から�
　　　　あなたの財産を守る�
　　　　　　　　　　火災共済�！！�

普通火災共済・総合火災共済の�

岐阜県火災共済協同組合�
岐阜市六条南2丁目11-1�
TEL（058）272-3555（代）�
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

シリコンバレーの経済事情
～ IBM会長　ルイス・ガースナー氏～

岐阜県サニーベール駐在員　佐々木　康二

●ルイス・ガースナー氏語録
　ルイス・ガースナー氏は、『Who Says Elephants 
Can’t Dance?』という本を著した。現役の IBM 会長
が、その退任を前に、会社の内幕を開陳したものと
して話題を呼んでいる。
　ガースナー氏が、マッキンゼー社、アメックス社、
RJR ナビスコ社を歴任後、「IBM は米国の至宝」と
説得され、瀕死の巨象といわれた IBM に招聘された
経緯、入社後直面した官僚的な IBM の社風など、興
味深いエピソードが数多く散りばめられている。
　この本にはシリコンバレーの企業への言及も見受
けられる。「シリコンバレーの気風は単に IBM に
とって異質なものというだけでなく、全く新しい
ゲームであった」「リレーショナル・データベース、
ネットワーク関連のソフト・ハードは、IBM の研究
所で発明されたものだが、商品化を怠る間に、シリ
コンバレーの企業が開発を進めた」「シリコンバレー
のリーダーは、ズケズケものをいうタイプが多い」
などなど。また、「IBM のライバルである○○社」
という具合に、シリコンバレーの企業名が頻出する。
●シリコンバレーの経済事情
　IBM にとって看過できない存在であるシリコン
バレーは、サンフランシスコ市から南に１時間下っ
たところに位置する広大なハイテク産業地域だ。一
面の果樹園地帯であったところが、１８９１年のスタン
フォード大学の開校、１９３８年のヒューレット・パッ
カード社の設立、１９５５年のショックレー半導体研究
所設立、１９５７年のフェアチャイルド・セミコンダク
ター社設立、１９６８年のインテル社設立、１９７７年の
アップル・コンピュータ社設立、１９８２年のサン・マ

イクロシステムズ社設立、
１９８４年のシスコ・システ
ムズ社設立、１９９４年の
ネットスケープ社設立と
ヤフーサービス開始、
２０００年春のインターネッ
ト・バブル崩壊という道
を辿って来た。
　この地域を全米でも有
数のものとしている要因
は、１つは人・資本・技術の動きの早さ、２つ目は、
企業間・個人間のネットワークである。前者は、人
材の流動性、資本調達が容易な環境、特定分野に会
社の能力を集中し、その他の分野では他社の技術を
利用する姿勢のことを指し、後者は、卒業生間の情
報交換、同じ企業で働いた仲間が集まって新企業を
設立する動き、ベンチャーキャピタルが資金の他に
人材・取引先情報を提供する情報網を指す。
　インターネット・バブル崩壊後のシリコンバレー
は、就業者数、販売額などの数字だけを見れば、１９９９
年当時の水準に戻っただけに見える。しかし、いわ
ば膨れた風船のように過剰な拡張基調にあった流れ
が急にしぼむことに伴う影響は少なくない。
●逆風の中での新たな動き
　シリコンバレー主要１５０社のうち半数の企業が、
２００２年前半期は赤字、就業者数は２０００年に遙かに
及ばず、この地域の失業率は７.９％にのぼる。オフィ
ス・スペースは過剰供給にあり、４,２００万スクエアー
フィートが空室である。レイオフも主なものだけで
も、サン・マイクロシステムズ４,４００人、インテル
４,０００人、ヒューレット・パッカード１,８００人、シー
ベルシステムズ１,１５０人、オラクル１,１００人と続く。
スタートアップ企業へのベンチャーキャピタル投資
も、第２四半期よりも第３四半期は２３％落ち込むな
ど縮小傾向にある。
　このほか、シリコンバレー企業の経営に大きな役
割を果たしてきたストックオプションに関して、会
計基準を見直して、ストックオプションの付与時に
適切なコストを人件費として計上する動きがあるな
ど、逆風も多いが、これまで何回か危機を乗り越え
た精神は健在であり、次なる動きも確実に始まって
いるといわれ、まだまだ終わりではない。

ルイス・ガースナー氏近影
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～中高年齢者の雇用のために～

『緊急雇用創出特別奨励金』のご案内
《非自発的離職者を、公共職業安定所等の紹介により雇い入れる事業主の方へ》

Ⅰ．奨励金の支給の発動要件

　完全失業率が、全国５.０％又は地域ブロックにおいては、連続する２・四半期の平均値が５.４％を

超える場合。

　現在、全国発動中。期間は、平成１４年８月３１日～平成１５年２月２８日です。

Ⅱ．受給できる事業主

　　次のいずれにも該当する事業主

１．雇用保険の適用事業主であること。

２．４５歳以上６０歳未満の非自発的離職者又は職業訓練等の受講者を雇い入れる事業主であること。

３．公共職業安定所又は一定の要件を満たす民間の職業紹介事業者の紹介により雇い入れる事業

主であること。

４．対象労働者を雇用保険の一般被保険者（短時間被保険者を除く。）として新たに雇い入れた事

業主であること。

５．対象労働者の雇い入れ日の前日から起算して６か月前の日以降、奨励金の支給が決定される日

までの間において、当該雇い入れに係る事業所で雇用する被保険者（短時間労働被保険者であ

る一般被保険者、短時間労働被保険者である高年齢継続被保険者、短期雇用特例被保険者及び

日雇労働被保険者を除く。）を事業主の都合により解雇（勧奨退職を含む。）した事業主以外の

事業主であること。

Ⅲ．受給できる額

　対象労働者１人につき　３０万円

Ⅳ．支給申請

　対象労働者を雇い入れた日の３か月後から起算して１か月以内に申請して下さい。

【申請・お問い合わせ先】

　　社団法人岐阜県雇用開発協会
　　　〒５００－８８５６　　岐阜市橋本町２－２０　濃飛ビル２階　

　　　　　　TEL・０５８（２５２）７３５３　　FAX・０５８（２５２）２１１３

ワークシェアリング�����
���������	
����������
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県内中小企業主要業種の景気動向
（10月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

10月景況調査

Ｄ
Ｉ
値
、緩
や
か
に
改
善

公
共
工
事
の
動
き
に
勢
い
な
し

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△△△△タ イ ル
▲△△▲▲▲窯 業 原 料
△▲△△▲△耐 火 れ ん が
▲▲▲▲▲○石　 　 灰
▲△▲▲▲▲生　 コ　 ン
▲△▲▲▲△砂 利 生 産
△△△△△▲砕 石 生 産
△△△△△△鋳　 　 物
△△△△△△刃物等金属製品 （輸出） 
▲△▲▲△△刃物等金属製品 （内需） 
△△△△△△メ　 ッ　 キ
▲△△▲△△県 金 属 工 業 団 地
△△△△△○可 児 工 業 団 地
△△△△△△金　 　 型
▲▲▲▲▲▲機械工具・工作機械
▲▲▲▲▲▲電 気 機 械 器 具
▲▲▲▲▲▲輸 送 機 器
△△△▲△▲各種物産品（観　 光）
▲▲▲▲▲▲各種物産品（ギフト）
△▲△▲△▲総合卸売業（飛騨地区）
△△△△△△総合卸売業（岐阜地区）
▲△△▲△▲陶　 磁　 器
△△△△△▲青　 　 果
△△△△△△水　 産　 物
▲△▲▲△▲家 電 機 器 販 売
▲△△▲▲▲メ ガ ネ 販 売
△○△△△○中 古 自 動 車 販 売
△△△△△△石 油 製 品 販 売
▲△△○▲▲共 同 店 舗（ 東 濃 ）

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△△△○味 噌 ・ 醤 油
▲△▲▲△△豆 腐 製 造
○△▲○▲△食 肉 （ 国 産 ）
△△△△△△菓　 　 子
○○△○△○米　 　 菓
▲▲▲▲▲▲酒　 　 造
△△▲▲△△製 麺
▲△▲▲▲▲撚　 糸
▲△△▲△▲ニ ッ ト 工 業
▲▲▲▲△▲毛　 織　 物
▲△△▲△▲合 成 繊 維 織 物
▲△△△△○メ ン ズ ア パ レ ル
▲△△△△△婦 人 ・ 子 供 服
▲△▲▲△▲縫　 　 製
△▲△△▲○製　 　 材
○△△○○○銘　 　 木
△△△△▲△集　 成　 材
▲▲▲▲▲▲家 具 （ 美 濃 ）
△▲△△△△家 具 （ 飛 騨 ）
▲▲▲▲▲▲東 濃 ひ の き
△△△△△▲家　 庭　 紙
△△○△△△特　 殊　 紙
▲△△△△△紙　 加　 工
△△▲▲▲△印　 　 刷
△▲△▲▲△プ ラ ス チ ッ ク
△▲▲▲△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
▲△▲▲▲▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△△△▲▲共 同 店 舗（ 飛 騨 ）
▲△△▲▲▲生 花 販 売
▲▲▲▲▲▲岐 阜 市 商 店 街
△△△△△△大 垣 市 商 店 街
▲△▲▲▲▲多 治 見 市 商 店 街
▲△▲▲△▲恵 那 市 商 店 街
△△△△△△高 山 市 商 店 街
△△△△△▲車 体 整 備
△△△△△△タ イ ヤ 整 備
△△○△△○長 良 川 畔 旅 館
△△△△△○下 呂 温 泉 旅 館
△△△△△○高 山 旅 館
▲△▲▲▲▲ク リ ー ニ ン グ
△△△△△△広 告 美 術
――――――情 報 サ ー ビ ス 業
△△△△△△映 像 制 作
▲△▲▲△▲飲　 食　 業
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 岐 阜 ）
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 ）
△▲▲▲▲△土木・建築（羽島）
▲△△▲△△建 築 （ 各 務 原 ）
△△△△△△鋼 構 造 物
△△△△△▲電 気 工 事
△△△△△▲管 設 備 工 事
▲▲△▲△▲建 築 板 金
▲▲▲△▲△建　 　 具
▲▲△▲▲△産直住宅（付知地区）
△▲△▲▲▲貨 物 運 送（ 県 域 ）
△△▲▲△△軽 運 送

業
で
前
月
水
準
よ
り

も
マ
イ
ナ
ス
幅
が
縮

小
し
、
全
体
の
マ
イ
ナ

ス
幅
を
縮
小
さ
せ
た

こ
と
に
よ
る
。

　

収
益
・
資
金
繰
り

の
動
向
は
前
月
比
改

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対

象
に
ま
と
め
た『
十
月
の
特
色
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
十
月
の
特
色
〕
組
合
か
ら
見
た
県
内
中

小
企
業
の
特
色
は
①
景
況
感
悪
化
幅
縮
小

継
続
・
先
行
き
不
安
感
が
依
然
強
い
②
低
価

格
・
需
要
低
迷
が
続
く
③
原
材
料
高
が
収
益

を
圧
迫
―
と
な
っ
て
い
る
。

　

十
月
の
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、

４５

前
月
の
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
に
対
し
５
ポ
イ
ン

５０

ト
の
改
善
。
３
ヵ
月
連
続
の
緩
や
か
な
改
善
と

な
っ
て
い
る
。

　

改
善
の
要
因
は
、
業
種
別
の
要
因
が
食
料

品
、木
材
・
木
製
品
、機
械
・
金
属
業
の
製
造

善
の
動
き
で
あ
る
が
、
低
価
格
、
売
上
不
振
の
状
況

が
改
善
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。

　

需
要
動
向
は
、
公
共
工
事
に
動
き
が
出
て
き
た

地
域
も
あ
る
が
、発
注
量
の
減
少
、企
業
間
競
争
の

激
化
、
工
事
単
価
下
落
に
よ
り
売
上
、
収
益
と
も

に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
個
人
消
費
も
依
然
と
し
て

低
迷
状
態
。

　

販
売
価
格
動
向
は
、
Ｄ
Ｉ
値
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン

３７

ト
で
前
月
比　

ポ
イ
ン
ト
に
対
し
４
ポ
イ
ン
ト
の
改

４１

善
で
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
深
刻
な
低
価
格
販
売
、

受
注
競
争
が
続
い
て
い
る
。
販
売
価
格
が
上
昇
し
た

業
種
は
銘
木
の
み
で
あ
る
。
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月
は『
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
』で
す

12

　

Ｉ
Ｔ
Ｍ
Ａ
（
経
営
情
報
化
協
会
）

企
画
、　

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
・

（財）

岐
阜
県
中
央
会
共
催
に
よ
る
「
第
４

回
海
外
情
報
化
ビ
ジ
ネ
ス
調
査
団
」

（
辻
正
団
長
）
が
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
な

ど
十
四
人
で
編
成
さ
れ
、
十
一
月
二

十
七
日
か
ら
五
日
間
、
香
港
、
中
国
・

深
�
（
シ
ン
セ
ン
）
を
訪
問
し
た
。

　

香
港
で
は
、
在
香
港
日
本
国
総
領

事
館
、
香
港
貿
易
発
展
局
、
香
港
政

庁
の
二
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
サ
イ

バ
ー
ポ
ー
ト
」「
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー

ク
」
の
視
察
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係

要
人
等
と
懇
談
、
ま
た
、
香
港
Ｉ
Ｔ

産
業
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
黄
博
士
か

ら
香
港
・
中
国
の
今
後
の
Ｉ
Ｔ
化
の

進
展
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
た
。

　

隣
接
す
る
中
国
・
深
�
で
は
、
Ｉ

Ｔ
関
連
企
業
、
海
外
企
業
の
工
場
団

地
を
視
察
、
懇
談
す
る
と
と
も
に
、

深
�
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
界
団
体
と

の
懇
談
を
行
っ
た
。

　

現
地
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
界
等
か
ら
、

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
視
察
等
の
交

流
の
提
案
、
電
子
自
治
体
開
発
業
務

へ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
相
談
の
ほ

か
、
香
港
貿
易
発
展
局
か
ら
は
国
際

イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
優
待
の
申
し
出

を
受
け
る
な
ど
、
今
後
の
交
流
・
提

携
推
進
に
向
け
て
の
積
極
的
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

香
港
は
新
産
業
と
し
て
Ｉ
Ｔ
関
連

産
業
の
国
際
的
拠
点
を
目
指
し
、
サ

イ
バ
ー
ポ
ー
ト
等
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

記
念
式
典
（
十
八
楼
）

　

日　

第　

回
中
小
企
業
団
体
富
山

１４

４３

県
大
会
（
富
山
第
一
ホ
テ
ル
）

　

日　

公
正
取
引
委
員
会
の
活
動
に

１９
関
す
る
関
係
団
体
と
の
連
絡
会
議

　

日　

岐
阜
県
高
等
学
校
就
職
問
題

２５
検
討
会
議
・
個
別
労
働
紛
争
に
関

す
る
事
業
主
団
体
と
の
連
絡
会
議

（
岐
阜
労
働
局
金
町
庁
舎
）

　

日　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
雇
用
管
理
改

２６
善
セ
ミ
ナ
ー
（
高
山
グ
リ
ー
ン
ホ

テ
ル
）

　

〜　

日　

中
小
企
業
大
学
校
瀬
戸

２７

２８
校
・
岐
阜
教
室
（
県
民
ふ
れ
あ
い

会
館
）

　

〜　

月
１
日　

香
港
・
深
�
ビ
ジ

２７

１２
ネ
ス
調
査

　

日　

岐
阜
県
中
小
企
業
人
材
確
保

２９
交
流
会
（
岐
阜
市
文
化
セ
ン
タ
ー
）

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L

http://w
w
w
.chuokaigifu.or.jp/

  
 
 

‐        
 
 
        

‐           

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokaigifu.or.jp

      
       

‐          
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〈
十
一
月
中
〉

１
〜
３
日　

全
国
地
場
産
フ
ェ
ア

（
名
古
屋
市
）

　

日　

地
域
交
流
会
・
西
南
濃
地
域

１１
（
大
垣
フ
ォ
ー
ラ
ム
ホ
テ
ル
）

　

日　
　

日
本
ラ
イ
ン
花
木
セ
ン

１２

（協）

タ
ー
記
念
式
典
（
組
合
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
会
場
）

　

〜　

日　

組
織
化
集
中
指
導
事
業

１２

１３
等
・
東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
指
導
員

等
研
究
会
（
名
古
屋
市
）

　

日　

第
５
回
組
織
化
指
導
中
央
研

１３
究
会
（
全
国
中
央
会
）

　

岐
阜
県
茶
商
業　

・
創
立　

周
年

（協）

３０

（
名
古
屋
合
同
庁
舎
）

　

日　

第　

回
財
務
行
政
モ
ニ
タ
ー

２２

１８

会
議
（
岐
阜
合
同
庁
舎
）

　

日　

平
沼
経
済
産
業
大
臣
を
囲
む

２３
経
済
懇
談
会
（
東
京
都
）

　

中
国
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
、

圧
倒
的
な
成
長
に
対
し
、「
日
本
は
通

常
レ
ベ
ル
の
生
産
・
開
発
は
到
底
勝

て
な
い
。
国
内
企
業
は
ま
さ
に
危
機

に
あ
る
」
と
い
う
衝
撃
を
受
け
た
。

　

国
内
の
中
小
企
業
が
受
け
持
っ
て

き
た
製
造
業
の
分
野
が
中
国
の
工
場

に
移
っ
て
お
り
、
今
、
改
め
て
、
中

小
企
業
が
取
り
組
む
べ
き
分
野
を
探

求
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
受
け
容
れ
、
海

外
、
大
手
企
業
、
大
学
等
研
究
機
関

の
機
能
等
、
外
部
経
営
資
源
を
最
大

限
に
活
用
す
る
一
方
で
、
自
ら
の
、

他
に
負
け
な
い
強
み
を
新
し
い
視
点

で
開
発
し
て
い
く
必
要
性
を
強
く
感

じ
た
。

な
政
策
を
展
開
し
て
い
る
。
中
国
の

市
場
経
済
主
義
後
、
急
成
長
す
る
深

�
を
は
じ
め
、
広
東
省
と
の
経
済
関

係
が
深
ま
り
、
海
外
企
業
の
中
国
進

出
の
掛
け
橋
と
し
て
の
存
在
価
値
が

高
ま
っ
て
い
る
。
今
後
、�
生
産
移
転

先
�
か
ら
�
市
場
�
と
し
て
の
中
国

に
視
点
を
置
き
、
海
外
企
業
の
誘
致

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

深
�
は
、
経
済
特
区
政
策
が
大
き

な
成
功
を
収
め
、
二
十
数
年
間
で
、

当
初
の
人
口
二
〜
三
万
人
か
ら
七
〇

〇
万
人
に
増
大
す
る
な
ど
極
め
て
異

例
な
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

海
外
企
業
の
工
場
進
出
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
、
プ
リ
ン

タ
ー
等
は
、
世
界
生
産
の
半
分
を
占

め
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
生
産
基
地

と
な
っ
て
い
る
。

　

深
�
で
は
、
今
回
視
察
し
た
テ
ク

ノ
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
周
辺
に
も
工
場

進
出
が
進
み
、
周
辺
を
含
め
た
珠
江

デ
ル
タ
地
区
は
依
然
と
し
て
成
長
を

続
け
て
い
る
。
そ
の
要
因
は
、
安
定

し
た
労
働
力
、
香
港
の
貿
易
、
物
流

と
と
も
に
海
外
企
業
進
出
の
サ
ポ
ー

ト
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

特
に
労
働
力
は
、
こ
の
十
年
間
賃

金
上
昇
が
無
く
、
給
与
は
月
一
〜
二

万
円
程
度
、
求
職
者
が
多
い
た
め
労

働
の
質
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
が
最

大
の
強
み
で
あ
る
。
因
み
に
、
こ
の

テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
に
は
県
内
企
業
二

社
が
進
出
し
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

（１１）

香
港
・
深
�
で
急
成
長
す
る
Ｉ
Ｔ
産
業

交
流
・
提
携
に
向
け
視
察
、懇
談

海
外
情
報
化

ビ
ジ
ネ
ス
調
査
団


